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2 0 1 9 年 1 2 月 

四 国 電 力 株 式 会 社 

 

2019年度 伊方発電所総合防災訓練（11/18）における課題対応等について 

 

１．はじめに 

2019年11月18日に実施した伊方発電所総合防災訓練時において、以下の改善事項

を抽出した。 

抽出された課題に対し、それぞれ区分を設定し、改善に向けた取組みを検討する。 

【抽出された内容】 

No 抽出された課題 等 区分 改善事項 等 

1 
ＥＲＣに対して断片的な説明になっ

てしまう場面があった。 
情報連携 ■情報連絡メモの見直し 

2 
ＥＲＣへの説明が足りていない場面

があった。 
説明 ■発話ポイント資料の作成 

－ その他主な改善内容 その他 ■社内マニュアル反映 

 

抽出された課題等に対する改善事項については、今後の訓練等を通じて対応者の

対応能力向上を図る。最終的には、次年度の伊方発電所総合防災訓練時において改

善状況を確認する。 
 
 

 ２．検 討 

（１）訓練時に抽出された課題  

 No1：ＥＲＣに対して断片的な説明になってしまう場面があった  

・ 情報については、ＥＲＣに対して十分流れているが、情報量が多く来た場合、

速やかに伝えようと対応しているため、断片的な説明になってしまう場面が

あった。 

 

 No2：ＥＲＣへの説明が足りていない場面があった  

〈即応センター〉 

・ 事象進展予測結果の共有はできていたと考えるが、ＳＧ広域水位の低下継続

中（ＳＧへの給水準備中で広域水位が２０％付近）において重要事項や対応

方針の先読みした説明が足りない場面が見られた。 

・ ＳＧ広域水位１０％とドライアウトはプラント状況的に近似しているため、

発話者の言葉の使い分けができていない場面が見られた。 

・ 時刻情報については、これまでも同様の指摘があり、都度周知しているが、

どうしても発話対応に注力し失念してしまった。 

・ 現場の作業状況に特化した説明になっており、負傷者の状況説明が不足して

いた。 

・ ＳＰＤＳを用いてプラント状況を説明することはできたが、ご指摘のとおり
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「止める・冷やす・閉じ込める」の観点での説明ができていない場面があっ

た。 

・ ＥＲＣ対応において、ＳＦＰの水位について口頭で説明を始めていた（途中から

書画装置へＥＲＣ備付資料を映して説明していた）。 

〈伊方発電所〉 

・ ブリーフィングにおいて、情報が整理されていない状態で松山本部へ発信（発

話）される場面が見られた。 

 
 

（２）原因・要因  

 No1：ＥＲＣに対して断片的な説明になってしまう場面があった  

・ ＥＲＣ対応班への情報連絡メモの内容自体が、情報連携の速さを重視するた

め断片的な情報連携となっていた。 

・ 情報連絡メモは情報種別である程度分類できるようになっているが、内容に

ついては自由記載となっていた。 

 

 No2：ＥＲＣへの説明が足りていない場面があった  

〈即応センター〉 

・ 連携された情報を伝えることに注力してしまい、補足情報を加えていなかっ

た。また、書画装置にてＣＯＰやＥＲＣ備付資料を使う意識が欠けてしまっ

た。 

・ 発話ポイントが整理されていなかった。 

〈伊方発電所〉 

・ 緊対所内のブリーフィングにおいて、対応方針を議論する状況があり、ブリ

ーフィングが滞る場面があった。 

・ 即応センターにおけるＥＲＣへの発話ポイントが共有できていなかった。 

 
 

（３）対策 

 No1：ＥＲＣに対して断片的な説明になってしまう場面があった  

・ 情報連絡メモの内容を見直し、ＥＲＣ対応班に連携する前段において、情報

の質を向上し、ＥＲＣ対応班に負担をかけない運用とする。 

 →ＥＲＣ対応班での円滑な情報収集に寄与できる。 

（変更例） 

○作業の開始時間（予定or実績）か、準備完了時間か、判断時間か、 

周知（or発生）時間か、などの詳細を記載できるようにする。 

      ○連絡内容については、概要と詳細に欄を分ける。 

      ○連携する内容のポイントをメモに記載しておく。 

      ※今後の訓練等を通じて、情報連絡メモの質を上げていく。 

 

 No2：ＥＲＣへの説明が足りていない場面があった  

〈即応センター〉 

・ 発話ポイントをまとめた資料を作成し、ＥＲＣ発話者から見える位置に掲示
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する。 

→ＥＲＣ発話者の説明内容の充実に寄与できる。 

 （作成例） 

      ○発話の基本ルール（特に初動時） 

      ○事象分類毎に決めた発話ポイントおよび書画装置活用資料 

      ○要員変更後でも活用できる発話例 

      ※今後の訓練等を通じて、発話ポイント資料の質を上げていく。 

〈伊方発電所〉 

・ ブリーフィングの目的を明確にする。 

・ 即応センターにおける発話ポイントをまとめた資料を発電所でも共有し、適

宜、緊対所内で確認できるようにする。 

           →ＥＲＣ対応者を意識した情報発信をすることが可能となり、更に円滑な情

報共有に寄与できる。 

 
 

区分：「その他」に関する主な改善内容等 

 

No 改善内容 等 対策 等 備 考 

① 

ＣＯＰのチェック体制 

調査復旧班においてＣＯＰ

－１作成後、配布前の班内で

の内容チェックが行われて

いない場面があった。 

 

■作成されたＣＯＰ－１のチェックは調

査復旧班のプラント担当１名が実施する

ことと取り決めていたが、今回訓練におい

ては、多忙な状況で確認できない場面が見

られた。運転を熟知している要員は班内に

複数いることから、確認者を限定するので

はなく、班長指示のもと班内で臨機応変な

対応とする。 

社内マニュアルに反映済。 

社内評価チェッ

クシート 

② 

時系列システムへのＣＯＰ

分類選択 

技術支援班において、時系列

システムでＣＯＰ７，８の情

報を入力する際に、情報種別

を”ＣＯＰ”と選択すべきと

ころが、”その他”を選択し

た。 

■今回新規で作成したＣＯＰで、掲載方法

について班長は認識していたが、班員全員

に周知ができていなかった。 

時系列システムに入力する際には、情報種

別を”ＣＯＰ”に選択するよう社内マニュ

アルに反映済。 

社内振り返り 

③ 

通報連絡に関する運用の見

直し検討 

■以下について、各社の状況を調査したう

えで、必要により社内マニュアルを修正し

て、運用の変更、明確化を図る。 

・既に発出済ＥＡＬにおいて、別条件で該

当判断した場合の対応 

・社内規定に基づく運転操作により、ＥＡ

Ｌ条件に条件に該当した場合の対応 

・ＥＡＬ０１の通報連絡における対象号機

パンチリスト 
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の考え方 

・地震、大津波警報発表に伴うＡＬ（外的

事象）該当判断時刻の考え方 

 

以 上 














